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A．能力評価 B．生活支援 C．医療連携
①

製品化の検討

②
製品化を目指した
データ収集

CDRの普及啓発 認知症高齢者に適正な住宅
使用しやすいIHの製品化

認知症スクリーニングIT
～歩行とCDR

生活機能を評価する心理検
査の開発
～家電製品や火気取り扱い、
運転能力評価など

運転能力
転倒や服薬管理能力
道具や人工環境等の実態調査

DB有効活用IT
～医療資源の乏しい地域へ
の応用
生薬： N陳皮の臨床応用
～副作用の少ない治療と地
域の活性化

プロジェクトの内容

現在、本プロジェクトでは、NICHe本館6階に食品成分に関する
最新の評価・分析装置を開発整備し、地域食品企業への共用を開始

ガスクロマトグラフィー・
質量分析装置
メタボローム解析、

食品の香気成分等の分析が可能

高速液体クロマトグラフィー・
高感度質量分析装置
機能性食品の微量成分等の

定量分析が可能
未知化合物のスクリーニング分析、

データベース解析が可能

高速液体クロマトグラフィー・
高分解能質量分析装置

先端的食品バイオ研究拠点の構築
Advanced Food Biotechnology Research Project

｜ ライフサイエンスLIFE SCIENCE

■ 研究の概要
　我が国の食品産業は、国内市場の縮小と海外での激し
い競争下にあります。欧米・アジア市場で選好性の高い新
食品開発が求められます。
　我々は、食品分析・加工・微生物発酵の分野最新の精
密解析・高感度定量・選択濃縮・ゲノム情報を活用し、国際
的に優位な独自技術開発を産学共同で展開しています。
　本プロジェクトでは、高品質な原料産地である東北の素
材成分の高度変換技術を発展させ、国際的新食材を開発
します。

■ 研究の特色
　近年、食品成分分析・加工技術が急速に進歩しており、
我々はその分野で世界をリードしています。特に食品の機
能性市場の拡大で必要とされる、栄養成分と微量機能成
分の高感度精密分析技術と細胞・生体システムを利用し
た評価技術と食品原料の加工技術に優れています。
　化成品生産と食品加工の共通技術である微生物発酵
においても、従来に無い微生物ゲノム情報を活用した国際
的に優位な独自技術開発を産学共同で展開しています。
　本プロジェクトでは、地域食品企業が産学共同で国際

的新商材を開発するための統合開発プラットホームの構
築完成を目指します。

■ 期待される成果・展開先
　従来から食料1次産品生産供給基地に留まっている東
北の産業活性化には、食品バイオの発展と産業活用が極
めて重要です。
　東北食品産業の進展と世界展開に向けては、東北の農
林水産物など1次産品の新しい加工技術ならびに発酵醸
造への新たなバイオ技術の活用による素材の高付加価値
化が渇望されています。本プロジェクトの成果を活用した安
全で高品質な新食品・発酵製品の創出は、東北のみでなく
我が国の産業競争力を強化し、東北と我が国の食品・発
酵産業を内需中心の地域・国内産業から輸出に軸足を置
く国際産業へと大きく飛躍的に変貌させることにつながり、
東北と我が国の食品産業の発展を加速し、三大疾病をも
予防できる食品開発を行い健康長寿社会の構築に貢献し
ます。
　さらにはAI（人工知能）の活用により、従来不可能であっ
た、「食」の特性である多成分・多分子種同時摂取の生理的
な機能性を科学的に説明できるシステム開発を行います。

■ 研究の概要
　学産協同による「脳科学に基づく地域における認知症対
策～生活支援と医療連携への応用」を、以下の3点から検
討します。
A．既存の神経心理検査や日常生活評価法を改善し、高齢
者の社会生活を評価する手法を確立します。

B．家屋構造や道具等について、特に火気事故防止の観点
から使用しやすいIH機器を検討します。

C．データベースを用いて認知症早期発見システムを設計し
ます。また副作用の少ない自然の生薬の活用についても
検討を加えます。

■ 研究の特色
　テクノロジーは、ヒューマンの役に立ってこそ意義があり
ます。しかしヒューマンが置き去りにされているのが現状で
す。例を挙げると
A．高齢者の運転免許更新時、「警察庁検査」による分類
は、必ずしも運転能力を反映しません。

B．家電製品等の道具は、健常若年者を前提に作られてお
り、両者のミスマッチが生じています。厳冬地域における
火気取り扱い不備は火事等に繋がりますが、対策として
導入が推奨されるIHは、高齢者にとって使いやすいもの
ではありません。

C．医療資源が限られている地域では、認知症の診断治療
のモニタリングが不十分です。全国で高齢者対象の「介

護予防」教室が開催されており内容は運動が多いです
が、根拠が不十分です。

■ 期待される成果・展開先
A．高齢者の生活機能の評価方法を開発します。家庭生活
の点では、特に摂食や、家電製品の取り扱い、火気取り
扱い等を評価する検査を開発します。地域生活の点で
は、必ずしも運転能力を反映しない「警察庁検査」を補
完する評価方法を開発し、運転シミュレータとの連携活
用を図ります。

特許活用： ブレーキとアクセルの踏み間違いの検出プログ
ラム

特許活用： 摂食嚥下機能評価装置・評価方法・及び評価
プログラム

B．調査研究済みのものについて、高齢者の特性に応じた
製品化の検討、特に使用しやすいIHの開発は、厳冬地
域における火気取り扱いの不備は火事などの事故に繋
がるため重要です。

特許活用： IHと火気事故防止に関するプログラム
C．ITを活用し、過去のデータベースを用いて、医療資源の
乏しい地域にも応用可能なシステムを設計します。また
副作用の少ない自然の生薬の活用についても検討を加
えます。

特許活用： 認知症の程度を判定するための方法、システム
及びプログラム

戦略的食品バイオ未来産業拠点の構築（宮澤研究室）
http://niche-miyazawa-lab.niche.tohoku.ac.jp/CONTACT 022-795-4307 teruo.miyazawa.a7@tohoku.ac.jp

高齢者高次脳医学研究プロジェクト
Geriatric Behavioral Neurology Project

｜ ライフサイエンスLIFE SCIENCE

CONTACT 022-717-7359 kenichi.meguro.e6@tohoku.ac.jp

プロジェクト期間 令和5年4月1日～令和10年3月31日 プロジェクト期間 令和元年4月1日～令和6年3月31日

本格型｜研究プロジェクト 本格型｜研究プロジェクト
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